
製剤と粒子設計シンポジウム 
パネルディスカッション講演案内 

 

本シンポジウムのパネルディスカッションとは、粒子設計に関連する企業が自社の製品・技術等の

新規性、特性を参加者に効率的にアピールして頂くためのセッションです。本シンポジウムで独自

のシステムです。  

Ⅰ. パネル口演および展示  Ⅱ. 新製品・新技術セッションおよび展示  Ⅲ. 展示のみ 。 

発表、展示内容に併せていずれかをご選択頂きます。 

Ⅰ. パネル口演および展示 

(1) 口演はシンポジウム一般講演会場で行っていただきます。１演題3分（予定）です。 

(2) 口演には適当な MicrosoftOfficePowerPoint2003 原稿を使用して下さい。詳細は後日ご案内

します。 

(3) 口演時間には質疑・応答は行いません。質疑応答は、補足説明を含めて、展示パネルの前で

行って下さい。 

Ⅱ. 新製品・新技術セッションおよび展示 

(1) 展示に一般講演を付加した発表です。（パネル内容が新製品、新技術に関するものに限ります） 

(2) 講演はシンポジウム一般講演会場で行っていただきます。講演は１演題10分（予定）です。 

. 展示のみ 

は製品紹介を掲載します。 

 展示について 

品、技術説明のためのパネル（製品、パンフレットを含む）を展示して下さい。

m x 地上からの高さ約180cm) および机（50-60ｃ

期に分科会事務局からお尋ねします。） 

 講演要旨 

、講演要旨を掲載いたします。（展示のみの方は製品紹介をお願いします）内容に

（2） （7月下旬予定） 
 

 その他 

とも発表者1名はシンポジウムに一般参加申込みをして下さい

 

Ⅲ

(1) 要旨集に
 

1.

(1) 会期中、製

また、専用時間帯および休憩時間帯を利用して質疑・応答、口演の補足説明を行って下さい。 

(2) パネル展示会場は講演会場に近接した場所に設営します。また、コーヒーブレイク会場を同

一場所あるいは近接場所に設営します。 

(3) 展示のために、パネル(大きさ：幅約180c

ｍｘ120-180ｃｍ）を用意致します。 

(4) 通常電源は適宜対応します。（適当な時
 

2.

（1）要旨集に

は、製品紹介が含まれていてもかまいません。 

事務局よりe-mailにて執筆要領をお送りします。

3.

(1) 少なく 。 

は７万円、会員会

ネル会場への入場に関しては事前にご連絡

(2) 展示料：１パネルにつき、粉体工業技術協会あるいは粉体工学会会員会社

社以外は10万円の展示料を、お収め願います。 

(3) 設営、機器操作などのための、発表者以外の方のパ

下さい。打合せの上、適宜対応します。また、これらの方々は有料で懇親会のみ参加すること

も可能です。（部会事務局対応） 


